
 
阪神・淡路大震災 30 年 

『いのちの危機を生き抜く～防災教育と心のケアの日常化～』 

ぜひ、おもとめください！ 
 

 1995年１月 17日に発生した阪神・淡路大震災から、2025年で 30年を迎えました。震災を

知らない若手教職員が増えている中、「１.17 を風化させず、次世代へ語り継ぐ」ことは、兵

庫の教職員の重要な責務です。 

 今回、震災 30年を機に、兵庫県教職員組合および兵庫教育文化研究所が中心となり、被災

体験や教訓、子どもへの心のケアの実践をどのように語り継ぐか、また避難してきた子ども

たちの「受け入れ教育」や防災リテラシーなど、これからの防災教育のあり方について、現

場教職員や研究者の考察、提言、さらに被災当事者の声を集成しました。 

 ご購入いただける方は、兵庫教育文化研究所までお知らせください。 

            （TEL:050-3538-2346 E-mail：hyoukyouso-kenkyusyo@htu.or.jp） 
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